
（２）学校評価について⑩



（２）学校評価について⑪

③各学校は、自己評価の結果について、それを踏まえた今後の改

善方策と併せて、広く保護者や地域住民等に公表する。また、

各学校は、自己評価の結果及び今後の改善方策をとりまとめた

報告書を設置者に報告する（学校評価ガイドラインｐ16）。

②自己評価は、学校評価の最も基本となるものであり、校長の
リーダーシップの下で、当該学校の全教職員が参加し、設定し
た目標や具体的計画等に照らして、その達成状況や達成に向
けた取組の適切さ等について評価を行う（群馬県「学校評価シ
ステム」ｐ13）。

①自己評価（及び外部アンケート等）とその結果について評価する
学校関係者評価の実施と、それらの結果の公表が、学校評価
を進める上での基本となる（学校評価ガイドラインｐ５）。



（２）学校評価について⑫

学校の自己評価結果を公表する

⑤自己評価は、校長のリーダーシップの下、全教職員が参加して
組織的に取り組むことが重要である（学校評価ガイドラインｐ
15）。

⑥保護者・児童・教員の達成度（Ａ～Ｄ）を並べることで、総合評
価の視点等が分かりやすくなる（群馬県「学校評価システム」ｐ
18）。

全教職員で取り組む

④自己評価結果の公表に当たっては、単に外部アンケート等の
結果を公表するのではなく、学校として組織的にPDCAサイクル
により自己評価を実施し、その結果を「学校の自己評価の結
果」であることを明らかにして公表する（学校評価ガイドラインｐ
26）。



（２）学校評価について⑬

差異を検討する中で、次の改善策につなげる

⑧保護者や児童生徒等を対象とした「アンケート等」は学校の自
己評価のための資料である。（群馬県「学校評価システム」ｐ
３）。

アンケート等は自己評価のため資料

⑦改善策を班で検討する中で、保護者や児童生徒、地域住民等
へのアンケート結果との差異を検討したり、方策のアイディアを
出したりするなどして多面的に検討し、評価したことが次につな
がるようにする（群馬県「学校評価システム」ｐ13）。



（２）学校評価について⑭

⑨自己評価するに当たり、具体的数値項目の達成度について
は４段階で評価する。具体的数値項目の文章表現はＢの基準
を示す（群馬県「学校評価システム」ｐ９）。

具体的数値項目の文章表現はＢの基準を示す

⑩すべての具体的数値項目について保護者アンケート等の調
査を実施する必要はない（群馬県「学校評価システム」ｐ８）。

アンケートの内容を精選する

⑪評価項目は、評価対象を「児童生徒の望ましい姿」「学校とし
て取り組まなければならない事項」などの視点から具体化か
つ重点化して設定する（群馬県「学校評価システム」ｐ８）。



（２）学校評価について⑮

⑫具体的・客観的で検証可能な分かりやすい評価基準として
「具体的数値項目」を設定する。「評価項目」に対する指
標であり、数値を達成することが目的にならないようにす
る（群馬県「学校評価システム」ｐ８・９）。

⑬各学校は、自己評価の結果及び今後の改善方策を、適宜具
体的な取組の改善を図ることに活用する。さらに自己評価の
結果について評価する学校関係者評価結果を踏まえ、自己評
価及び今後の改善方策について見直しを行い、それを今後の
目標設定や取組の改善に反映させる（学校評価ガイドラインｐ
17）。

⑭評価項目・指標等を検討する際の視点となる例（学校評価ガイ
ドラインｐ49～54）



（２）学校評価について⑯

次年度の評価項目や具体的数値項目、方策につなげる



（２）学校評価について⑰

評価項目と具体的数値項目、方策、質問内容の整合性を図る



（２）学校評価について⑱

差異を検討する中で、次の改善策につなげる



（２）学校評価について⑲

作成の基本方針（群馬県「学校評価システム」ｐ６）
学校の教育目標や学校経営ビジョンを基に経営の方針や重点事項を羅針盤

に組み込み、教職員の職務活動の指針とするとともに、保護者、地域住民の理
解を得て、連携のよりどころとする。

校長のグランドデザインとの整合性



ご清聴いただき、ありがとうございました。

先生方のご健康とご活躍を
心から祈念申し上げます。


